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令和６年７月１日 

 

「Global
グローバル

×
・

Innovation
イ ノ ベ ー シ ョ ン

人材育成フォーラム」（第１回）を開催します 

 

国際社会の平和と安定及び繁栄の確保に積極的に貢献し、我が国の国際競争力を向上さ

せるためには、伸び悩みが指摘される日本人の留学を拡大することにより、グローバルな

視野で社会や地域にイノベーションを起こす人材育成を加速するとともに、大学をはじめ

とする高等教育の国際通用性・競争力を強化することが求められています。教育未来創造

会議第二次提言においても、２０３３年までに「日本人学生の海外派遣者数を５０万人」

とすることとされています。 

このため、社会全体で留学機運の醸成を進め、安心して積極的に留学にチャレンジでき

る環境の整備等についてスピード感をもって対応できるよう、留学促進方策等の論点につ

いて、関係するステークホルダーが広く集い意見交換の場（フォーラム）を設けることと

なりました。 

ついては、「Global×Innovation 人材育成フォーラム」（第１回）を以下のとおり開

催しますので、お知らせします。 

 

１．日時 

 令和６年７月５日（金）１６時～１８時 

 

２．場所 

 文部科学省 ※対面・Web会議の併用（傍聴は Web（YouTube）のみ） 

 （東京都千代田区霞が関３－２－２） 

 

３．議題【設置紙及び委員名簿別紙】 

 ※議題（２）終了後、冒頭の盛山文部科学大臣及びフォーラム座長挨拶から公開します。 

（１）座長の選任等について 

（２）「Global×Innovation人材育成フォーラム」の運営について 

（３）共創のための留学生モビリティ（特に日本人の派遣）拡大の方向性 

（日本人学生及び日本社会の成長と発展に向けて） 

（４）その他 
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４．傍聴・取材等 

・議題・進行順序については変更する可能性があります。 

・当日の会議は、YouTube文部科学省会議専用チャンネルにてライブ配信します。会場で

の傍聴はございませんので、リンクから御覧ください。 

・会場で傍聴することはできませんが、会場にて冒頭頭撮り（文部科学大臣挨拶及びフォ

ーラム座長挨拶）のみ取材可能です。 

・冒頭頭撮りへの参加を希望される場合は、７月５日（金）１２時までに、以下 URLより

御登録ください。希望者多数の場合は代表取材とさせていただく場合があります。 

・登録 URL：「Global×Innovation人材育成フォーラム」（第１回）取材希望登録 

・取材を希望される方は、開始１０分前までに会場（文部科学省３Ｆ１会議室）前に参集

願います。 

※自社腕章と身分証明書を必ず携帯してください。 

※会場への入退出、撮影、録画等は、事務局からの指示に従ってください。 

 ・会議資料については、会議開催前までに文部科学省ウェブサイトに掲載いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜問合せ先＞ 高等教育局参事官（国際担当）付留学生交流室 

（菊地、相上） 

電話：03－5253－4111（代表）（内線 4959、2518） 

https://youtube.com/live/8pgEbQ1igf0?feature=share
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=sBBYVMs2kEKJJkjbwPnpL30o05CbK9pKp4UHHvEs9XpURVNFNlRHR0pEOVNNWU5DUVNOTkFURklROS4u
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Global×Innovation人材育成フォーラムについて 

 

令和６年６月 18日 

文部科学事務次官決定 

 

１．趣旨  

人口減少期において、企業等の価値向上につながる人的資本の拡充が求められる中で、

G7富山・金沢教育大臣会合（令和５年５月）において人的交流をコロナ禍前以上に拡大さ

せることが合意されたほか、教育未来創造会議第二次提言（令和５年４月 27 日）におい

ては、2033年までに「日本人学生の海外派遣者数を 50万人」とすることとされた。 

この目標を達成し我が国の国際競争力向上に寄与するためには、伸び悩みが指摘される

留学の裾野を広げることにより、社会や地域にイノベーションを起こすグローバル人材育

成を加速するとともに、大学をはじめとする高等教育の国際通用性・競争力を強化するこ

とが求められる。社会全体で留学機運の醸成を進め、安心して積極的に留学にチャレンジ

できる環境の整備等についてスピード感をもって対応できるよう、留学促進方策等の論点

について、グローバル人材育成に関係するステークホルダーが広く集い意見交換を行う。 

この意見交換に当たり、各界・各層の有識者で構成される対話の場（以下「フォーラム」

という。）を以下の要領にて開催する。 

 

２．検討事項 

（１）留学機運を醸成するためにすべきこと 

（２）安心して留学にチャレンジできる環境整備の在り方 

（３）その他目標達成に向けて留意すべき事項 

  ※外国人留学生の受入れについても意見を聴取 

 

３．運営 

（１）フォーラムは別に定める委員等の協力を得て、「２．検討事項」について検討する。 

（２）フォーラムに座長を置き、フォーラムに属する委員の互選により選任する。 

（３）フォーラムの運営に関する事項及びその他必要な事項は、フォーラムにおいて定め

る。 

（４）官民共同海外留学創出プロジェクトチームにおいて、フォーラムに係る積極的な広

報を行う。 

 

４．構成 

（１）フォーラムに属する委員は最大 12名とし、産業界・大学関係者・グローバル人材・

関係機関に属する者から構成する。 

（２）委員の任期は１年とし、更新を可とする。 

【別 紙】 
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５．開催期間 

 令和６年６月 18日から令和７年６月 30日までとする。 

   

６．庶務 

会議に関する庶務は、高等教育局参事官（国際担当）及び 官民協働海外留学創出プロジ 

ェクトチームが共同して処理する。 
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「Global×Innovation 人材育成フォーラム」 委員名簿 

 

伊藤
い と う

 公平
こうへい

 慶應義塾 塾長 

大槻
おおつき

 祐依
ゆ い

 株式会社 FinT 代表取締役 

小路
こ う じ

 明善
あきよし

 アサヒグループホールディングス株式会社 取締役会長 兼 

取締役会議長 

田
た

中
なか

 明
あき

彦
ひこ

 独立行政法人国際協力機構 理事長 

南
なん

場
ば

 智
とも

子
こ

 株式会社ディー・エヌ・エー 代表取締役会長 

日
ひ

色
いろ

 保
たもつ

 日本マクドナルドホールディングス 代表取締役社長兼 CEO 

廣
ひろ

津
つ

留
る

 すみれ ヴァイオリニスト、国際教養大学特任准教授、 

成蹊大学客員准教授、大分市教育委員 

藤
ふじ

井
い

 輝
てる

夫
お

 東京大学 総長 

Pezzotti
ﾍ ﾟ ｯ ﾂｵ ｯ ﾃ ｨ

 Giuseppe
ｼ ﾞ ｭ ｾ ｯ ﾍ ﾟ

 京都工芸繊維大学 教授 

前川
まえかわ

 明範
あきのり

 京都府教育委員会 教育長 

正宗
まさむね

 エリザベス 株式会社アット・アジア・アソシエイツ・ジャパン 代表取締役 

吉岡
よしおか

 知
とも

哉
や

 独立行政法人日本学生支援機構 理事長 

【オブザーバー】 

池田
いけだ

 貴
たか

城
くに

 文部科学省 高等教育局長 

望月
もちづき

 禎
ただし

 文部科学省 総合教育政策局長 

藤木
ふ じ き

 俊光
としみつ

 経済産業省 経済産業政策局長 

（五十音順、敬称略） 


